
芸術部会i

研究主題 「生 徒 一 人 一 人 の 表 現 す るカ を伸 ば す 授 業 の 工 夫 ・改 善 」

1主 題 設 定 の 理 由

芸 術部 会 で は 、 ここ数 年 、芸術 科 にお け る評価法 とそ の改善 につ い て研 究 し、 いか に生徒

一人 一 人 の意 欲 を高 め
、 表現活 動 に 向か わせ るか 、 また 、個 々の生 徒 の表 現力 の結 実 で あ る

作 品 や 、 演奏 の過 程 を重視 して、 多様な視 点か ら評 価 してい くか とい う評価 方 法 の 工夫 改 善

につ い て研 究 開発 を行 った。

芸 術科 にお け る評 価 の4観 点 に ついて研 究 した結 果 、 「関心 ・意欲 ・態度 」を 高め るこ とは 、

指 導 法 の工夫 と して 、導 入の 際な どは必 須 の要件 で ある が、 何 と言 って も表 現 力 に 直接 か か

わ る 「芸術 的 な感 受や 表 現の 工夫j、 「創 造 的 な表現 の技 能 」 の2観 点 が授 業の 中核 をなす 部

分 で あ り、 こ こに授 業 改 善の ポイ ン トが あ る と考 えた。 なぜ な らば、表 現技術 が伸 長 しな け

れ ば、 作 品や 演奏 の評価 が低 くな り、生 徒 に とって も、 また 、教師 自身 に とって も達成 感 や

充 実 感 を味わ うこ とが難 しくな り、授業 の質 は低 下 し、芸術 科の 目標 が実 現 され ない か らで

あ る。

A.H.マ ズ ロー(1908～1970)は 人 間の欲 求 を心的 エ ネル ギー と捉 え、それ を人 間 的 成

長 と関係 付 け 、論 じてい る。それ に よる と、ご く幼 い時 は 、生 理的欲 求 のみ で動 い て い るが 、

も う少 し成 長 す る と、安全 、所 属 、愛 とい う欲 求 が優 位 にな る。 さ らに 、成 長 と と もに承 認

の欲 求 へ と進 む。そ して 、発 達の 最終 段階 となる と、自己 実現 の欲求 が 他 に優先 す る とある、

この 自 己実現 の欲 求 の対象 は 、社会 的に価 値 あ る ものへ と向 け られ て 行 き、 この社 会 的価 値

あ る もの の一 っ として、芸術 があ る と考 え る。

芸 術 は音 や色 彩 の よ うな様 々な 要素 を組 み合 わせ 、個 々の 心の 申 の理想 との調和 的 表 現 を

目指 す活 動 で ある。また 、快 い音や 美 しい 色彩 を、技 術 と形 式 を も って表 現す る こ とは 、個 々

の内 的欲 求 を知識 、技 能 、経 験 を もって 追求 し、理 想 を 目指 す こ とで あ る。 それ が達 成 で き

た時 に は 、 自己実 現 を果 た した とい う強 い 実感 を伴 うもので はな い だ ろ うか。 心身 の成 長 の

著 しい 高校 生 段階 にお い ては 、芸術 科の授 業にお いて 、表 現 す る力 を伸 ばす こ とが、 生徒 の

一 人 一人 の 自己実 現 を支援す る こ とにつ な が る大変 重 要 な こ とで あ る と考 え る
。

本 部会 では 、生徒 一 人一 人 の生 徒の表 現す る力 の伸長 を重 要課題 と捉 え、研 究主 題 を設 定

した 。 そ こで 、音 楽 、美術 、 工芸 、書道 の それぞれ の科 目の 特色 を生 か し、音 楽 では 「豊 か

な響 きで 歌い ア ンサ ンブルす る力 」美術 で は 「確 か な構 成 力 」 「豊 かな 色彩感 覚 」 工芸 で は、

「発 想 し、構 想す るカ 」書道 で は、 「運筆す る力 と紙面構 成 力 」を生 徒 に身 に付 け させ る表 現

力 と考 え、以 下 の事例 を基 に研 究 を進 めた。

皿 芸 術 科 に お け る 授 業 改 善

授 業改 善 に は 、授 業 の 目標 、教材 、学 習過 程 、生徒 の 学習 活動 、指 導技 術 、評 価 の6つ の

要素 が密 接 に かか わ りあ って い る。 この6つ の要 素 に沿 って 、芸術 科 の 特性 と本年 度 の 芸術

部 会 の 主題 で あ る生徒 の個 の表 現 力 の伸 長 との関連 につ い て述べ る.
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1目 標

授 業で 何 を身 に付 け させ るか 、何 をで きる よ うに させ るか 、 また この芸術 の授 業 が いか に

大切 で あ り、生徒 の芸術 的 な感性 を伸ば し、 その結 果 、生 涯 にわ た って豊 か な生活 を送 る こ

とが で きる よ うにな るか につ い て 、教師 は熱 くそ の魅力 を生 徒た ちに語 らね ばな らない。 こ

こで 教 師 は、音楽 、美術 、工芸 、書道 のそれ ぞれ の特性 を示 し、教 師 自身 が これ まで の人 生

で 芸 術 に魅 了 され て きた経緯 を生徒 に開示す るな ど して 、生 徒 のモ ラー ル ア ップ を 図る こ と

が 大 切 で あ る。

2教 材

教材 は、そ れ を表現 す る こ と 自体 が魅 力的 で なけれ ば な らな い。 まず 「す ごい 」 「面 白い」

とい った感 動や 「い った い なん だ ろ う」や 「意外 で驚 いた」 とい う生徒 の感 性 、感覚 に訴 え

る素 材探 しか ら始 めた い、本 事例 で は 、ア ・カペ ラ(無 伴 奏)の 声楽 ア ンサ ンブル であ った

り、大胆 な筆 使 い であ った り、 いっ ま で も触れ て いた い と感 じる 素朴 な木 の質感 や 色の構 成

を教 材 と して 取 り上 げ てい る。

3学 習 過 程

学 習過 程 は 、授 業 の プ ランで あ り、授 業のそ の もの であ る。 ここで教 師 に求 め られ る もの

は想 像 力 と柔軟性 で あ る。 こ こで は、教 師が 生徒 の作 業の 進捗 状 況の み な らず 、 いか に生徒

の思 考 、発想 にい た るまで 充分 に想 像 で きるかに かか って い る.ま た 、授 業が 計画 の とお り

進 ま ない 場合 、速や か に流 れ を変更 しなが らも、 いか に 目標 に近 づい て け るか とい う柔 軟性

が求 め られ る。

4学 習活 動

これ は 学習形 態 で あ り、個別 の作 業 だけで な く、共 同作 業 を取 り入 れ るな ど形 態 を工 夫す

る こ とで ある。本研 究 は生 徒一 人 一人 の表現 力 を、個 性発 揮や 自己 実現力 と捉 え、単 な る受

身 の 学習 で はな く、 生徒 自 らが積極 的 に取 り組 め る活 動 を工 夫 しな けれ ばな らない と考 えて

い る。

5指 導技 術

教 師 が授 業 を行 う上で の技術 的 な要 素 を意 味 してい る.指 導 とい うと教 え込 む こ とに重 点

を 置 きが ちで あ るが 、生 徒の感 性 を 開発 してい く発想 が大 事 で あ る。 つ ま り、教 師 の思惑 を

超 えて生 徒が 表現す るこ とも十分 予想 して 、柔軟 な発 想 で指 導す るべ きで ある。 ここで 大事

な の はい か に生徒 を褒 め るか で ある。 教師 が褒 め、感 動 をす るこ とで生徒 の意 欲 は 高ま り、

…表現力 は確 実 に身 に付 くもの と考 える。

6評 価

芸 術部 会 では 、評価 につ い て、 こ こ数 年 、力 を入 れ て研 究 して き た.評 価 は 、い かに生 徒

の授 業 の過 程 にかか わ る情 報 を多 く収集 し、かっ 多 くの視 点 か ら生徒 の良 い とこ ろを評価 し

て い くか に尽 き る。 ここで大切 なの は、結 果 として の作 品 の優 劣 に 終始す る こ とな く、 生徒

の感 性 が伸 びた か、つ ま り外 か ら見え に くい ところを いか に評価 す るた めに努 力 す るか で る。

ま た 、評価 は教師 の指 導 に対す る評価 で あ る とともに 、次 の 目標 を決 定す る大事 な もの で あ

る。 高 校 生 の段 階で あれ ば、 作品 の どこ を ど う評 価 して も らいたい か生徒 に考 え させ 、 教師

と意 見交 換 す るな ど、状況 に応 じた評 価方 法の さま ざま な 工夫が 考 え られ る。
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皿 各 科 目 に お け る 実 践 研 究 事 例

(音 楽)

題 材 名 「ア ・カペラに よるヴ ォー カル ア ンサ ンブル 」(音 楽1)

1題 材設 定 の理 由

大 人数 に よ る ピア ノ伴 奏付 き合 唱 には 、 ダイナ ミッ クな 表 現 が可能 な こ とや 、少 々歌 唱 力

不足 で もみ ん なで 一緒 に歌 うこ とに よ り演奏 が成 り立 っ とい う利 点 が ある。 しか し、 ピア ノ

に ピ ッチ を支 えて も らって 、パ ー トご とのユ ニ ゾ ンをた よ りに歌 い、 「なん とな くハモ る」も

しくは 「あ ま リハ モ りを意識 しな い」 ゴー ラスに な って しま う危 険性 が少 な くな い.大 勢 で

同 じパ ー トを歌 うこ とに よ り、 一 人 一人 の存 在が 不明 瞭 に な りや す く、個 々の評 価 も しづ ら

い。

一 方
、 一人!パ ー トに よる ヴォー カル ア ンサ ンブル は 、「お 互 いに聴 く力 」や 「正 確 な音

程 で歌 うカ 」を高 い レベ ル で要 求 され る.さ らに 、ア ・カペ ラで 演奏す る こ とは、「正 確 な ピ

ッチ を保 ち豊 かなハ ー モニー をつ くる」た め に、よ り高 い イ メー ジカ と集 中力 が必 要 で あ る.

ヴォー カル ア ンサ ンプ ル は、生 徒 に とって 、合唱 よ りも難 易度 が高 い課題 とな るの だ が 、仲

間 と ともに豊 かなハ ー モニー を作 る こ とがで きた ときの 達成 感や 、音楽 的 な満足 感 を得 る と

い うこ とが、 大 きな感 動体験 とな るので ある。

ヴォ ー カル ア ンサ ンブル の取 組 は、そ れ らの力 を育成す るこ とが期待 で き、生 徒 個 々 の評

価 もつ けや す い とい う点 におい て 、音楽 科の 学習 活動 と して大 変優 れ てい る と考 え る。

2題 材 の 目標

(1)ア ンサ ンブル の一 員 と して の 自覚 を持 ち、責任 と跨 りを持 って 自分 のパ ー トを演奏 す る。

(2)正 確 な音 程感 とハ ーモ ニー 感 を身 に付 け、豊 か な演 奏 を行 う。

(3)自 他 の演 奏 を客観 的 に評価 で き る よ うに聴 く力 を伸 ば し、演 奏 改善 を行 え るよ うにす る。

(4)少 人数 に よる ヴォーカ ル ア ンサ ンブル を通 して 、生 徒 一人 一 人 の音楽 的な技 術や 能 力 を

伸 ば し、音 楽 を演奏 す る喜び を味 わ う。

O課 題 曲 「お ぼ ろ月 夜」(作 詞1高 野辰 之 作 曲:岡 野 貞 一 編 曲:横 山潤 子)

「MousaI]P .58(教 育 芸 術 社)

「SingAl。ng](作 詞 ・作 曲1ロ バ ー ト ・ア レン)

「MousaI」P .28(教 育 芸術 社)

3題 材 の 評価 基準

(1)ヴ ォー カル ア ンサ ンブル に よ る演奏 に関心 を持 ち、 一人 が1パ ー トを担 当す る とい う責

任 感 を持 ち、意欲 的 に取 り組 む 。(関 心 ・意欲 ・態 度)

(2)豊 か なハ ー モ ニー のイ メー ジ を感 じ、ア ンサ ンブ ル に よる音楽 の 楽 しさを表 現す る。(芸

術 的 な感受 や 表現 の 工夫)

(3)自 分 自身 で練 習 方 法を 工夫 し、 歌唱技 術 を伸 ばす 。(創 造 的 な表 現の技 能)

(4)自 他 の 演奏 を 客観的 に聴 き取 り、 正 し く評 価 し、演奏 改善 に役 立 て る。(鑑 賞 の能 力 〉
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4学 習活動 と具体の評価基準

学習活動 関 心 ・意 欲 ・態 度
蔓術的な感受や

表現の工夫

創造的な表現の

技能
鑑賞の能力

い ろい ろ なア ・カベ ラ を聴 い て み よ う。

{プ 回 のCD等 を 複数 鑑 賞す る)

多 様 な 演 奏 の 形 に

興 味 を持 つ 。

演奏者の特徴や達

いを聴 き融る.

4人 の グル ー プ を作 ろ う.ISAT日 各

パ ー ト1名 ず つ グル ー プ を作 る)

自 ら積 極 的 に グル

ー プ を作 成 す る
。

基 本 的 な発 寅 ・音 感 の トレー ニ ング.

〔カ デ ン ツ を4人 で 歌 い 合わ せ 届)

よ り良い 発 声 を心

ヵ主け る.

豊 か な ハ ー モ ニ ー

を感 し肛 る。

和 音 の 変化 を 表 現

す る。

4人 で 作 るサ ウ ン

ドを よ く聴 け た か。

す べ て の パ ー トを全 員 で 音 取 り をす

る 。 〔コー ドを 伴 うて 岬旧 馴 活 用)

他 のパ ー トに も関

心 を持 つ 。

和 音 の 中 の1音 を

埴 じ融 る.

全 体 の 構成 を 理解

しな が ら演奏 す る。

サ ウ ン ドの変 化 を

聴 き と る。

全 パ ー トで 合 わ せ よ う.(含 唱の 形⇒ ダ

ブ ル カル テ ッ トー1グ ルー プ)

積 極 的 に 演 奏 に参

加 す る。

4人 で 作 る 音 を 感

じて 歌 う。

よ り良 い サ ウ ン ド

を 虫 め る

お 互 い の 演 奏 を聴

き あ う。

躁 音 して み よ う。(プ レイパ ック を 聴

き 、演 奏 改 蕾 に フ ィー ドバ ック させ る)

自分 た ち の演 奏 を

十 分 に 聴 く。

意 図 した とお りに

演 奏 す る。

演 奏 に7イ ー ドバ

ッ ク す る 。

客 観 的 に 聴 き 、評 価

す る。

発 表 を しよ う。 〔グル ー プ ・コ ン サー ト

を 行 い.ス テ ー ジ で 演 奏 す る)

他 人 の 演 奏 に も興

味 を持 っ.

演奏 に 集 中 す る。 自分 た ち のイ メー

ジ 通 りに演 奏 で き

た か。

自他 の 演 奏 に っ い

て 、評 価 カ ー ドの記

入 に よ り、評 価 す

る。

5結 果 と考察

ア ・カペ ラに よる ヴォ ーカ ル ア ンサ ンブル は、生 徒 に

とって は 大変 難 しい課題 の よ うだ。 正確 な音程感 を身 に

付 け るた めに、「コール ユー ブ ン ゲ ン」を教 材 とした練 習

を取 り入 れ 曲の構 成や ハ ーモ ニー 等 の理解 の ため に楽典

(音 程 ・和膏 ・コー ドネ ー ム等)の 学習 も平行 して行 っ

たe授 業以 外 の時 間で も個人 練 習が で き るよ うに 、MIDI

デー タをイ ンターネ ッ トのホ ー ムペ ー ジ上に用 意 し、生

徒 が 自由 に利 用 で きる よ うに した。 その結 果 、課題 曲 を

欝 轡 臼』1『1∫ 蒔「叢6.e急
　 ほヤIlド翫嚥 海

密 舗㌦
図1グ ル ー プ ご との 練 習 風 景

ク ラス全 員 で歌 った 時は 、 とて も しっか りした声 とハ ーモ ニーで 歌 うこ とが で き、合 唱 の力

が 大 き く伸び た こ とが認 め られ た。 しか し、 グルー プ 単位 で歌 うと、 自分の パー トを 十分 に

演奏 で きな い生徒 が少 な くな い.や は り合 唱 とは違 う難 しさが存在 す る と考 え られ る.ア ・

カ ペ ラに よる ヴォー カル アン サ ンブル を成 功 させ るに は、 さ らに生 徒一 人一 人 のカ を もっ と

高 い レベ ル まで 引 き上 げ るた めの方 策 を講 じる こ とが 必要 である。

6ま とめ

ア ・カペ ラに よ る ヴォー カル ア ンサ ンブル は、 ア ・カペ ラの楽譜 が あま り無 い こ とや 、練

習場 所 の 確保 等 の問題 等 があ る。 しか し、取 り組 んで みて感 じた こ とは、課題 は数 多 くあ る

ものの 、音 楽教 育 の題材 と して大変 意義 が ある とい うこ とで あ る。

今 後 は ポ リフォ ニー 音楽や 、マ ドリガル 、ジャズ コー ラスへ とっ なげ てい きた い。そ して 、

生 徒 一人 一 人 に 、生涯 に わた っ て音楽 を、そ してア ・カペ ラ を愛 好す る心 情 をは ぐくみ た い。
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(美 術)

題 材 名 「ぬ りえ 」(美 術1)

1題 材 設 定の理 由

ほ とん どす べ ての 人が 子 ども時代 に 「ぬ りえ」に接 し、色 を塗 って遊ぶ とい う経験 を して

きて い る。 子 どもに とって 色 を塗 るこ とは遊 びで あ り楽 しい ことで あ るはず な のだ が 、成 長

す るにっ れ て人 の 目を気 に した り、上手 く描 かな けれ ばな らない と考 え るよ うにな っ た り し

て 、絵 を描 くこ とに苦手 意識 を持つ よ うに な る生徒 も少 な か らず い る。 そ こで 、色 を塗 る作

業 だ けを 取 り出す ことで 作 品 を完成 させや す くし、絵 を描 く ことへ の苦 手意識 を払拭 す る こ

とを 目的 として題 材 と して 取 り上 げた。

2題 材 の 目標

自分 な りの色 の使 い方 を 工夫 し、組み合 わせ に よっ て色 の見 え方や 印象 が変 化 す る こ とを

理 解す る。 また 、他 の作 品 と比 較す るこ とで 自分 の特 性 を知 る とと もに、他 人 の作品 の よ さ

や 美 しさ を感 じ取 る。

3題 材 の 評価基 準

(1)色 を塗 る こ とに興 味 を も ち、意欲 的 に制作 をす る。(関 心 ・意 欲 ・態度)

(2)色 が相 対 的 に存在 して い る こ とを理 解 し、意図 的 に表 現 す る。(芸 術 的 な感 受 や 表 現 の

工夫 〉

(3)自 分 の意 図 に応 じた混 色 法や 表 現 の方法 を工夫す る。(創 造 的な 表現 の技 能)

(4)友 人 の作 品 の特性 や 工夫 を感 じ取 り、そ の よ さや 美 しさを味 わ う。(鑑 賞 の能 力)

4学 習活動 と具体の評価基準(6時 間)

学習活動 関心 ・意欲 ・態度
芸術的な感受や

表現の工夫

創造的な表現の

技能
鑑賞の能力

パ ネ ル に 圃 用 級 を水 服

り し.用 意 し たパ ター

ン を 裡 写 す る.{1時

間}

水 張 りの 方 法 を理 解

す る。

自分 の 一 書 野 きな 色 を

数 カ 所 に 配 置 す る 。凍

に、 そ の 記 置 した 色 が

農 し く見 え る よ う な色

壱考 え て 隣 に 肥 置 す る

と い う よ う に 順 に 彩色

し完 哉 さぜ る.(4時

問)

隣 に く る色 が 蛮 わ る

こ とで 、も との 色 の 見

え 方 や 全 体 の 印 象 が

蛮化 す る こ と を理 解

し、意 欲 的 に様 々 な組

み 合 わ せ を 試 して み

る。

最 初 に塗 った 色 が 美

し くみ え る よ うに す

る に に 、どんな 色 を隣

に配 置す れ ばい い か

を 考 え な 溺 ら彩 色 す

る.

部 分 が 全 体 に ど う影

響 す る か を考 え なが

ら彪 色 す る。

自分 の イ メ ー ジ した

色 に近 づ け る よ うに

混 色 を 工夫 し、鋤 果 的

な 表 現 を 目指 す 。

同 じ色 で も、隣 に くる

色 が 蛮 わ る こ と に よ

っ て 印 象 が 変 化 す る

こ とに 気 付 く。

完 成 作 品 を並 べ て 、 お

互 い の作 品 に つ い て 講

騨 す る.(1時 聞 〕

友 人 の 作 品 の よ い と

こ ろを 積 極 的 に探 し、

的 碗 な 言 葉 で 伝 え る。

他 の作 品 の よ さや 美

し さを感 じ敢 る 。
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5結 果 と者 癖

今 回 は 、教科 書 に掲載 され て いた フ ロー レンス=ヘ ン リの 『非 具象的 な構 成 』を使 用 して 、

最 初 のバ ター一一ン とした。(図1)全 員 が 同 じものか らス ター トで きれ ば、 も とに な るパ ター

ン は何 で も よか ったのだ が 、純粋 に色 を塗 る とい うこ とを したか った の で、形 か ら色 が連想

され る よ うな 具象絵 画 は避 けた。

画用 紙 な どに コ ピー した もの に彩 色す れ ば早 いが 、 これ だ と生徒 が受 身 に な り過 ぎ るた め、

パ ネル に画用 紙 を水 張 り した もの を使用 し、そ こ に用 意 した パ ター ン を複 寡す る とい う方 法

を行 った。水 張 りは、 きれ い にで きれ ば 「さあ描 くそ」 とい う意欲 を起 こ させ て くれ る もの

で あ る。 水張 りした画用 紙 にア ク リル絵 の具 で描 く とい うよ うに したの は、何度 で も描 き直

しが で き る とい う意味 もあった が 、一度 塗 った箇 所 をや り直 す生徒 は ほ とん ど見 られ な か っ

た 。

最 初 に 自分 が一 番好 きな色 を数 カ所 配 置 し、次 にそ

の 色 が よ り美 しく見 え るよ うにす るに は、隣 に どんな

色 を配置 すれ ばいいか を考 えて描 く とい うよ うに 、最

初 の 塗 り方 は指定 し、部分 か ら塗 り広 げて い く とい う

よ うに した.こ れ は色 が その色 単 独 で 見 えるので はな

く、 相対 的 に見 え方や 印象 が変 わ って く る とい うこ と

を体 験 させ た か った か らで ある。

完 成 した作 品を並べ 、そ れ ぞれ につ いて よい ところ

と気 にな った ところ とを紙 に書 いて 作者 に渡 し、 お互

い の寸評 を交換 した。 少 人数 だ った た め、全 員が全 作

品 につ い て コメ ン トす る こ とが で きた が、 人数が 多い

クラ スの 場合 は グル ー プ分 けな どす れ ば よいで あろ う。

全 員 の 作 品を並べ て鑑賞 す る こ とで 、それ ぞれ に個

性 や 特 性 が あ らわれ て い るこ とが は っき りとわか った 。

同 じパ ター ンを使 うこ とで よ り如 実 にそれ が あ らわれ

るはず とい う、 当初の 目的 は達 成 で きた.中 で も 「や 図1

は り自分 の性 格 が出 る と思 った 」 とい う感想 を引 き出

せ た こ とは収 穫 であ った,普 段 、作 品 を完成 させ るまで に時 間が かか るた めな かな か講 評会

を持 っ こ とはで きなか った が、 お互 い の作 品を観 る ことは有益 で あ る こ とが改 めて わ か った。

6ま とめ

今 回 は 「ぬ りえjと い う言葉 を使 ってみ たが 、や ってい る ことは平 面構成 や色 彩構 成 と基

本 的 に 同 じであ る。 普通 は 自分 で画 面 を分割 す る とい う作 業 が入 る訳 だが 、そ この とこ ろは

省 き 、 こち らで用意 したパ ター ンを使 うよ うに して色 塗 りをす る作業 だ けに絞 った 点が=[夫

した とこ ろであ る。

「ぬ りえ」 に 関 しては 批判 的 な文献 が あるそ うで あ る。 「ぬ りえ」 は 「低俗 」 で 「安 易j

で あ り、 「枠 を与 え る」 こ とは 「子 ど もの創 造性 」 を促す こ とには な らず 、美 術 教育 と して

の効 果 は期 待 で き ない とい うこ とで あ る。 この指 摘 は もっ と もで ある と感 じる部 分 も多 い 。

しか し、 あえて今 回 「ぬ りえ」 と した の は、条件 を同 じに した ほ うが 、 よ り個 人 の特性 が見

えや す くな り、個 々の表現 力 を伸 ばす こ とにつ なが る と思 ったか らで あ る。 当た り前 の よ う

な こ とだが 、 同 じ条件 の下 で描 き始 めて も、 で きあが りの作 品は ひ とつ として 同 じもの に は

な らな い。 それ を体験 し鑑 賞す るこ とで 、個 々の特性 を知 り、独 自の表現 を模 索す る こ とに

もつ なが るはず であ る。
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(美 術)

題 材 名 「写 真 集 を つ く る 」(映 像 メ デ ィ ア 表 現)

1題 材 設 定 の理 由

今 回 の学 習指 導要 領 の改 訂で 「美術1」 の内容 に新 た に加 え られ た領 域 で ある 「映 像 メデ

ィ ァ表 現」 は、従 前 の美術 の 内容 と比べ る と、制 作の 過程 、認識 の様 相 、表現 の方 法に 特徴

が あ り、表 現媒 体 として さま ざまな可能性 を持 っ てい る。 また 、生徒 た ちの生 活 の なか に も

カ メ ラ付携 帯 電話 の よ うに 日常 持 ち歩 く道 具 としてカ メ ラが 普及 してい る.そ こで 、 よ り身

近 に な ったカ メラ を使 っ て、 自己の主題 に沿 った映 像 を記 録 す る とともに編 集 、構 成 、 プ レ

ゼ ンテ ー シ ョンな どの制 作過程 を通 して写 真集 と して ま とめ 、創 造的 な表 現の 追及 をす る こ

とが 感性 と美意 識 を磨 き 、個性 豊か な美術 の能力 を高 め る と考 え題 材 と して取 り上 げた。

2指 導 目標

(1)映 像 メデ ィア(写 真)の 特 質 を生か した 自己 の感 性 を表 現で き る主題 を見 つ け る。

(2)光 や 色 、写 真機 器 ・材 料 の基本 的な理 論や使 い方 を知 り、 自分 の意図 に応 じた創 造 的 な

表 現 を追及 す る。

(3)映 像 メデ ィア表 現 の特 質 を理 解 し撮 影 ・編集 ・構 成 ・提示 を行 うと ともに 、 自分 の視 点

で鑑 賞 し映像 を読 み解 く能力や 表現 力を養 う。

3題 材 の 評価 規準

(ユ)写 真 の表現 に興 味を持 ち、主題 を も とに主体 的 に創 造性 豊 か に表 現活動 を行 う。(興 味 ・

関心 ・態度)

(2)自 己の 主題 に沿 って撮 影 や編集 の表現技 法 を工夫 す る と ともに豊 かな感 性 と柔軟 な発 想

で写 真 を よ り効 果 的 に構 成 で きた か。(芸 術的 な感 受 や表 現 の工夫)

(3)写 真 の 基本 的原 理 を理 解 し、切 り取 った映像 の効 果 的 な表 現 を 工夫 す る。(創 造的 な表 現

の技 能)

(4)自 己 と他 者 の作 品 の主題 を 「言葉Jで 表 現で きる か、(鑑 賞 の能 力)

4学 習活 動 の具体 の 評価規 準

学習活動 閣 心 ・意 欲 ・態 度
芸術的な感畳や

表現の工夫

創造的な表現の

技能
鑑賞の能力

映像による表規を知 ・写 真 が 社 会 生 括 の 中 ・作 寡 と作 晶(写 真) ・写 真 の 画 面構 成 や 画 ・絵 画 と写真 の 差 異 と

る 。 で どの よ うに 撞 わ れ に つ い て 自己 の 考 え 角 な どの 表現 につ い は何かを考察するこ

て い る か 毒 え る。 を 言葉 にで きる。 て 分析 す る こ とが で と が で き る 。

・フ ォ ト ジ ヤ ー ナ リ ズ ・他 者 の 作 晶 か ら工 夫 き る 。

ム とメ デ ィア 社 会 に や よ さ を見 つ け る と

つ い て イ ン ター ネ ッ と もに 自分 の 意 見 を

トな ど を活 用 し調 ぺ 言 葉 で 表 現 で き る。

て み る 。
一

写真の理諭と機材の ・精 確 に 部 品 を加 工 し ・よい映 像 を 定 着す る ・レン ズ を 使 わ な い ピ

構 造 を 知 る 。(ピ ン ホ よ りよい もの を造 ろ ために婁出や現像に ン ホー ル カ メ ラ の 表

一 ル カ メ ラ の 制作) う と根 気 強 く制 作 を つ い て 理 解す る。 現力や映像の魅力を

行 うこ とが で き る。 理解 す る。

主 朋 を 脅 え る 。 ・自己 の 目標 を明 確 に ・自 己の 主 題 に 沿 って ・写真 の 基 本 的 原 理 を

して主 佑 的 に 主 題 の 構成や紹集の段階ま 理 解 し、切 り取 っ た 映

設 竃が で き る。 でを想定して構想を 像の効果的な表現を

深 め る こ とがで きた 工 夫 す る こ と がで き

か 。 る 。

撮影技術の学習 ・自分 の 主 題 を大 切 に ・光 、 露 出 、 レ ン ズ 特

創造性豊かに表現す 性 、構 図 な ど に留 意 し

る 。 主題や表現意図を的
・光 や レ ンズ の画 角 に 確 に表 現 で き た か。

留 意 し自 己 の表 覗 を

しよ う と努 力 す る。
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撮影と組集 ・撮 影 か ら画 面 の 編 集 ・自己 の 主題 に 沿 う て ・撮 影 技 術 を理 解 し表

作 業 まで 、計 画 的 に美 撮影や編集の表現披 現の多様な表現を試

し く制 作 を行 う こ と 怯 を 工夫 した か 。 み紹集作業と連携 し

が で き る 。 て 作 品 の 制作 が で き

た か 。

写真集の構成 ・自 己の 制作 意 図 や撮 ・主題 に 沿 っ て 撮 影 や ・写真 集 は写 真 の集 合 ・自 己の 写 真 群 を 他 者

影 され た映 像 のイ メ 編集が終わった写真 であるが効果的な構 と相 互 に再 摺 成 して 、
一 ジ を 主題 に 従 っ て をより効果的な構成 成 に よ り自 己 の 意 図 他者の作晶の良さや

効果 的 に構 成 す る。 がで きた か 。 する文脈が表現でき 思考を読み取 ること
・構 成 の 途 中段 階 を他 た か 。 が で き た か。

者に提示し意見を聞

き構 成 の 参 毒 とす る 。

プ レゼ ンテ ー シ ョン ・亮 成 した作 品 の 鑑 賞 ・作品 を提 示 し自己 と ・写真 の 特性 を理 解L ・完 成 し た作 品 を 他 者

や自o評 価に主体的 他者の意見の違いや 様々な表現に桃戦し と柏互に鑑賞 し優れ

に 敢 り組 ん で い る。 見力の差異を考察す 亮成 す る こ とが で き た とこ ろや 「醜 み 方 」

る 。 た か. の差異を考桑できた

か 。

・自 己 と他 者 の作 品 の

主 題 を 「言 葉 」で 表 現

で き る か.

5結 果 と考 察

この 授 業展 開の 中で生 徒 に よ り明確 に理

解 させ た か ったの は、絵 画 にお け る表現 と

写真 の 表 現 との差異 で あ る。 絵 画 と写真 の

差 異 を基 本的 な表現 の観 点か らい うと、絵

画 は手 に よって直接 痕跡 を残 す表 現 で あ る

が 、写 真 は カ メラ とい う装置 を使 って物理

的 に痕 跡 を記 録 し印画紙 な どに 再現 す る こ

とに よって表 現す る とい う過 程 の違 い にあ

る とい え る。 生徒 の作 品は 一っ 一っ 個性 的

で 主題 を的確 に反 映 させ て い る。 また 、お

互 い の作 品 の よい 点や 異な る意 見 を活発 に

言葉 に して論 議 してい た。 この こ とか らこ

の題 材 に よ り映像 を読 み解 く能 力や 表現 力

を 伸 ば して い る よ うに感 じた。

6ま とめ

図1絵 画 と写 真 の 蓑 貫 、写 真 の 墨 義 性 を示 」た 図

写真 に は、撮 る ときには 気付 か なか った もの、 しか しなが ら他 人 には気付 い てい た か も し

れ な い ものが写 り込 んで いて 、そ れ を見 る もの が まった く違 う観 点 か ら見 るとい う 「多義 性 」

(図 参照)の 存在 が あ る。 それ は、 一つの写 真 あ るい は写真 集 の 中の写真群 が 見 る人 に よっ

て 様 々 な意 味 に捉 える とい うこ とで あ る。個 々の 写真 はあ くま で 「表 現 され て い ない イ メー

ジ」 で あ るが 、それ を構成 す る こ とに よって文脈 が形 成 され 、 その こ とが 自己の表 現 を追 求

す る こ とに なる。 この題材 で は 、写真 の構成 によ る 自己の文 脈 づ く りが 「確 かな構 成 力」 を

育 て 、生 徒 一人 一人 の表現 力 の伸長 につ なが るこ とが写真 の編集 ・構 成 作業 の 中で確 認 で き

た。 今 後 は 、指導 方 法 の更 な る改 善 を図 り生 徒 に よる授 業評 価や 外部 評価 を参 考 に授 業 の 充

実 を 図 って い きたい.
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(工 芸)

題 材 名 「使 い や す い バ タ ー ナ イ ヲ を つ く ろ う 」(工 芸1)

1題 材 設定 の理 由

この題 材 で は、 一人 一人 の身 体 に合 い、 かつ 、そ の道 具本 来 の機 能美 を追求 で き る も のを

制 作す る。 バ ターナ イ フを選 んだ 理 由は 、 自分 で使 う時 の 「持 ちや す さ」や 「塗 りや す さ」

を意識 しなが ら制作 で きる こ とや 、木材 のよ さを生 か し、 造形 の 美 しさを追 求で き るた めで

あ る。 実 用性 と造形 美 を追 求す る こ とと、 自分 に とって 使 いや す い道 具 をつ くる こ とを・両立

させ るこ とで 、生徒 一人 一 人の 表現 力 をは ぐ くむ こ とをね らい とす る。

2題 材 の 目標

バ ター ナイ フ とい う身 近 に あ る もの の制作 を通 して 、 生活 を心豊 か にす るた め に工 夫す る

態 度 を育 て る とともに、感 性 を 高 め、創 造 的な表 現 と鑑 賞 の能 力 を伸 ばす 。

3題 材 の評価 規準

(1)身 近 にあ るバ ター ナ イ フに 関心 を持 ち、主体 的 に表 現 や 鑑 賞の活 動 を行 い、 実用 性 と造

形 美 を兼 ね備 えた物 を創 作 し、生 活 を心豊 か にす るた めの 工夫 をす る。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

(2)感 性 を働 かせ て生 活や 使 うもの の心情 を基に用 途 と美 しさを考 え、豊 か に発 想 し、バ タ
ーナ イ フの実用性 と造形 美 を生 か して創造 的 に構 想す る。(芸 術 的 な感 受や 表 現 の 工夫)

(3)木 材 の特 徴 を理解 した上 で 、制作 手順や技 法 を知b、 創 意 工夫 しな が ら自己 の考 え に基

づい て表 現 をす る、(創 造 的 な表現 の技能)

(4)バ ター ナ イ フ を改 めて見 直 し、使 いやす く、美 しい と思 う形 を発見 す る。(鑑 賞 の能 力)

4学 習 活動 と具 体 の評 価規準(14時 間)

学習活動 関 心 ・意 欲 ・態 度
芸術曲な感受や

表現の工夫

創造的な表現の

披能
鑑賞の能 力

O課 題 の 条 伴 を 理解 す る 。 ・バ タ ー ナ イ フ の 使 ・感性 を働 かせ てバ ・バ タ ー ナ イ フ を 改

Oに ぎ る櫨 能 を1」サ ー チ す 用方法に関心をも ター ナ イ フ が もつ用 め て 見 直 し 、使 い や

る 。(導 入 ・瞳 受}`2時 間) ち 、 意 欲 的 ・主 体 的 と美 を 感 じ融 り、道 す く、 美 しい と思 う

に バ タ ー ナ イ フの 特 具の必要性を理解す 形 を 発 見 す る。

徴を理解する話動に る 。

敢 り組 む. ・実 用 性 と造 形 美 を

追 求 して 自分 が使 い

やすい形を感 じ取

り 、 発 見 す る 。

Oア イ デ ア ス ケ ッ手 をす ・試 行 錯 誤 を繰 り返 ・広 い 棍 野 か ら豊 か ・ス ケ ッチ を繰 り返 ・他 の 生 徒 の ア イ デ

る. した り,創 意 工夫 を に 発 想 した 後 、課題 し行 い 、 独 自性 の あ ア を鑑 賞 し、 表 現 の

O課 題の彙仲ふまえてデザ 主 体 的 に行 っ た り し の条件を踏まえて形 る 衷 現 を追 求 す る。 違いに気付き発想の

イ ン を決 定 す る 。 て 、活 動 に 取 り組 む 。 を生 成 して 構 想 し、 ・制 作 意 図 に 基 づ い 幅 を広 げ る。

O転 粘土で試伸. 効果的な表現の工夫 た 形 を 描 く。

O下 絵 を 描 く。(髭 思 ・楕 をす る.

恕 〕(4時 間)

o木 の形 犠 と特 色 を知 る。 ・制 作 す る こ と の楽 ・木 材 の 材 質 感 を 感 ・ホ 材 に あ った 工 具

O下 絵を材料に写す。 しさや喜びを味わ じ取 り 、 手 づ く り の や 用 具 を 自 己 の制 作

O糸 鋸 等 で お お ま か に切 る。 い 、意 欲 的 に 作叢 を よ さを尭 見 し、工 夫 手 順 に 沿 っ て避 択

o研 磨 ・彫 劃 ・切 断 等 、 必 進 め る. しな が ら実 用 性 と造 し 、 活 用 す る 。

蔓に応 じて加工方法を選択 ・主 体 的 に 材 料 や 用 形美を追究 した表現 ・用 と美 を追 究 し工

す る 。 具 を選 択 し、作 業 を をす る。 夫しながら計画的に

O仕 上lfを す る.(晟 開 ・ 工 夫 し、計 画的 に敢 作 業 をす る。

制 作){6時 聞 ⊃ り組 む 。 ・電 動 工 具や 用 具 を

適切に安全に取り扱

う.

O完 成 した作品の使用感を ・お 互 い の 作 品 を真 ・自己 の 作晶 の伝 え ・他 の 生 徒 の 作 品 の ・他 の 生 徒 の 作 品 の

確 島 す る。 剣 に鑑 賞 し、 よ さや 方 を 工 夫 す る。 技 術 を 鑑 賞 し.自 己 制作意図や工夫に気

0轄 衰 す る, 美 しさ を理 鯉 し よ う ・感 性 や 想像 力 を働 を振 り返 り、 今 後 の 付 き、 作 品 の 美 し さ

O相 互に慮賞Lよ さや蔓 と積極的に発言す かせ て お 互 い の作 品 制 作 に 生か す 、 の調 和 を感 じ取 り味

し さ を味 わ い.感 憩 を述 べ る 。 を鑑 賞 し、理 解 す る。 わ う。

る 。(莞 表 ・鑑 賞)(2時 ・自分 の 寿 えを ま と

間) め意欲的な懸度で伝

え る.
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学習活動 一 導入と発想 ・構想 の具 体例一

1一 の 条

「o△ 会 社 よ りバ タ

ー ナ イ フ の 制 作 依 輌

が きま した 」 使 い や

す いパ タ ー ナ イ7を

提 案 す る。

①アイ子アスウ極チ
刃部分→柄部分

壕蕪 鷲 鱒
腱播 手をする。

噂形を決定

③紙 結土で試 作
→形を冨轡

④下絵 ぎ描く

5結 果 と者察

導入 で意識 付 け を して か ら じっ く りと発想 に取 り組 み 、 充分 に構想 を練 った上 で制 作 に 入

る こ とが一 人一人 の表 現力 を高 め るた めに大切 な こ と と考 え 、授 業改 善 ・工夫 を行 った。

導 入 での課 題説 明で は 、 「企業 か ら制 作依頼 が来 た、完成 した もの は依頼者 にプ レゼ ンテ ー

シ ョン(発 表)す る。」 とい う仮 定 で制 作す るこ とを話 した。 これ はデ ザイ ン とい うものが 個

人 の 主観だ けで は成 立せ ず 、用 途 に合 った汎用 性や 機 能 美 、消 費者 の視 点や他 者 に対 す る 責

任 とい った 意識 を育 て るた めで あ る。 しか し、 その 一方 で デザ イ ンの表 現で は一 定 の制 約 の

中 で個 性 的 な表現 が で きな くて はな らな い,そ の た め に 「に ぎ る機 能 の リサ ー チ」を行 った 。

まず教 室 内 に ある もの をに ぎっ てみ て、に ぎ りや す さや 使 いや す さを調 べ る ことか ら始 めた。

自分 で実 際 に 「に ぎる」 とい う行為 を意 識 させ てか ら、 実 際 にパ ン とバ ター を用意 して、 バ

ターナ イ フを使 ってみ た。 す る と生徒 は、改 めて、 塗 る とい う行為 を再 認識 し、 自己 のバ タ
ー ナ イ フの持 ち方や 塗 り方 を発 見 して いた 。

発想 ・構想 で のアイ デ ア ス ケ ッチで は 、まず パ ターナ イ フ の先 の形、 次 に持 っ とこ ろ とい

うよ うに部分 に分 け てス ケ ッチ を した 。次 に 、 「曲線 でで き てい るバ ター ナイ フを考 える」と

い うよ うな テーマ を与 えて 、時 間 を決 めて数多 くス ケ ッチをす るよ うに させ る と、生徒 は様 々

な ア イデ ア を生み 出す こ とがで きる。 その後 の ラ フス ケ ッチ では 、

課 題 の条 件 をふ ま えて じっ く り取 り組 み 、充分 アイ デ ア を練 り込 ん

だ 形 を決 定 して い く こと鯖で き た。

木 か ら切 り出す 前 には 、紙 粘 士 で形 をつ く り、乾 燥 させ た 後 、持

ち 方や 塗 り方 の確 認 を した 上で 形 を再 考 した こ とで 、展 開 図(木 に

貼 り付 け切 り出す 形)へ 記 入す る こ とが容 易に で きた。

誰 もが 持 ちや す く塗 りや す い バ ター ナイ フ を提 案 して い くため に、

制 作 中 は 自分 で使 いや す い もの を基 準 につ くる。 制 作途 中や 発 表時

に他 の 人に使 って も ら う場 面 を設定す るな どしなが ら、客観 的な判

断 を意 識 させ て いった 。

6ま とめ と考 察
一人 一人 の表 現力 を高 め るた め に発 想 ・構想 の段 階 を着実 に取 り組 ませ た後

、制 作 へ 入 っ

た。 そ して 自分 で絶 えず確 認 して作 りなが ら他 者 の意 見 も参 考 に して、完 成度 を高 め る こ と

が で きた。 その結 果、 一人 一人 の個性 的な造 形美 の あ る作 品が生 まれ た。

自分 で作 り、形が で きて い く とい う工程 は、完成 した とき に達 成感 が あ る。 一つ の 物 を完

成 させ た喜 びを 、一年 を通 して 何度 も体験 す る こ とが、 芸術 を愛 好す る心情や 、物 を大 切 に

す る気 持 ち を育て る こ とにな って い くであ ろ う。
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(書 道)

題 材 名r導 入 期 に お け る 用 具 と 運 筆 の 理 解 と 書 作 時 の 紙 面 構 成 富 空 間 把 握 」

(書 道1)

1題 材 設 定 の理 由

小 ・中学 校 にお け る国語 科書 写 の授業 で は毛筆 の性 能 につ い ての指 導 は基本 的 に行 わ れ て

い な い。 表 現す るカ を伸 ばす た めに は、まず 第一 に用 具(筆)の もつ 特性 を十 分 に理 解 す る

こ とが重 要 で あ る。 そ して次 にい ざ紙 に向 か った とき、そ の 与 え られ た紙 面=空 間 に文 字 ・

文 言 を、字 の大 き さ、線 の太 さ、字 問 ・行 間 を考 えて 書 か な けれ ば な らない。 これ らを短 時

間 で 易 しく指導 す る こ とで、生 徒 一人一 人 の基礎力 を築 き 、表現 力 の幅 を広 げ る授 業 を展 開

す る。

2題 材 の 目標

「毛筆 の特性 」 につ いて 、 そ の構 造や 長所や 短所 を理解 し、直 側筆 や太 細線 、 回転線 、 直

線 の運 筆 法な らび に筆 の弾 力 を生 か した運筆 法 を身 に付 け る。 また 導入期 にお い て、 与え ら

れ た6文 字 の語 句 を半紙 縦 置 き ・横 置 きで配 置 してみ る こ とで 、紙 面の構 成 にっ いて 学 ぷ 。

3題 材 の評 価規準

(1)毛 筆 の構 造や 機 能 を知 り、遊 び感覚 で多様 な線 を引 く(描 く)こ とで、用 具 に対 す る苦

手 意識 をな く し、筆線 に興 味 関 心 を もって 、主 体 的 に表現 活動 を行 う。(興 味 ・関心 ・態 度)

(2)文 字 数や 用 紙サ イ ズ につ い ての 固定観念 をな く し、紙 面=空 闇 を把握 して、豊 か な 感性

を意 図 に応 じて 自由に表 現 工夫す る。(芸 術 的な感 受や 表現 の工夫)

(3)毛 筆 の特性 を活 か し、紙 面=空 間 を十分 に考慮 して配 置 を研 究 し、 自らの感 情 を 自 らの

意 図す る ま まに表 現 で き る技 能 を身 に付 け る。(創 造 的 な表 現 の技能)

(4)自 分 や 他人 の作 品 を よ く鑑 賞 し、そ の作品か ら受 け る 多様 な美 と感情 、 その表 現 力や 表

現 の方 法 を十分 に味 わ し＼ 次 の表現 活動 に生 かす 。(鑑 賞 の能力)

4学 習 活 動 と具 体 の評価 規 準(4時 間)

学習活動 閏 心 ・意 歓 ・態 度
葺術的な感畳や

衰現の工夫
創造的な衰現の披能 鑑賞の能力

毛 筆 の 楕 造 と機 能 、特 性

を 知 る(2時 間)

太 線 と細 線 で 宜 隷 と 円

{螺 旋 〕 を措 く。

文 宇 を 用 い ず 図 形 を

思 い き っ て描 け る。

ど ち ら が 描 き や す い

か、自分 な りの 工 夫 が

で き る.

変 化 を つ け て 大 き く

1描 き 違 え る こ と が で

き る。

太 細 、曲 直 の区 別 が で

き る。

異 な る 形 状 の 線 か ら

違 うイ メ ー ジ を う け

る、

カ を 入 れ ず に 細 い 直 線

を 引 く。

自 鮎 に 直 筆 に 運 筆 す

る。

無 駄 な 力 を 猿 い て 運

筆 で き る。

筆 を 十 分 に 吊 り上 げ

て 、定 規 を 使用 した よ

うな 直腺 が 引 け る 。

直 筆 と 側 筆 で 線 を 引

く。

直 筆 と 側 筆 を 理 解 す

る。

厚 み の あ る 直 筆 線 が

引 け る。

平 面 的 な 堅 い 側 筆 線

が 引 け る。墨 色 に 差 が

出 る。

筆 を 垂 直 に 構 え 引 き

た い 方 向 と 鋒 の 向 き

とを 一 致 させ られ る.

筆 を 倒 す よ うに し て

績 の 抵 抗 に 負 け ず に

運 筆 で き る。

運 筆 法 に よ る 綿 質 の

違 い{墨 色 や 余 白の コ

ン トラ ス ト)を イ メー

ジ で き る.

簿 降 に 垂 直 に カ を か け

て い く 。

弾 力 を 体 感 す る。

毛 筆 が ね じれ や 横 方

向 の カ に弱 い(弾 力 を

生 かせ ない)こ と を知

る.

弾 力 を 生 か す カ の 加

減憤 理 解 で き.実 践 で

き る。

垂 直 に カ を か け る こ

とが で き る。弾 力 の 効

い た 腺 を 引 く こ と が

で き る。
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与 え ら れ た6文 宰 の 語

句 を 半 瓢 に 自 由 に 書

く 。{2時 間)

板 書 さ れ た6文 字 を半

紙 に 書 く。

半 艇 を 横 置 き に して 書

く。

配 置 を考 え る。 配 置 や 文 宇 の 大 き さ

を 考 え て書 く。

文 字 の 大 小 、線 の 太 さ

に 強 弱 をつ け 、半紙 に

体 裁 よ く収 め る こ と

が で き る。

参 考 作 品 や 他 の 生 徒

の 作 品 か ら 、多様 な表

現 方 法 や 作 品 の イ メ
ー ジ を感 じと る。

自 分 の 作 品 に は 自 分

の 意 図 が 思 い ど お り

曇 現 で き た か ど うか

考 え 、次 の 表 現 に生 か

す 。

額 縁 状 に 余 白 を と り、

中 央 に 塊 に書 く。

二 つ の 境 に 分 け て 書

く。

塊 の 外 形 を 考 え て 書

く。

半 紙 を 縦 置 き や 横 置

き に して 自 由 に 書 く

こ とが で き る.

塊 の 外 形 や 配 置 を 考

え 、文 字 の 大 き さや 線

の 太 さ に も気 を 配 っ

て 書 くこ とが で き る。

書 体 も含 め 、語 句 や 作

品 と して の イ メー ジ

を持 つ こ とが で き る。

そ の イ メ ・一 ジ ど お り

に 、大 小 、太 細 、強 弱

や 、文 字 詳 と余 白 と に

よ る 疎 密 な ど に 変 化

を つ け て 書 く こ とが

で き る。

5結 果 と考 察

毛 筆 に対 す る生徒 の苦手 意識 は、普 段使 い慣 れ て い る筆

記 用 具(硬 筆)に 比べ て 毛筆 は 筆先 が柔 らか い(軟 筆)こ

と、 そ のた めに 自由が利 かず 自 らの意 思 どお りに筆 を操 る

こ とが 困難 であ る こ とに よる と ころが大 きい。 本来 毛 筆 は

轟発 を使 う極 めて細い線か ら鋒の長 さいっぱい(究 極は轟

の長 さの2倍+筆 の太 さ)の 太 い線 まで1本 の筆 で 引 くこ

とがで き る優 れ た道具 な の であ り、そ の構 造 を知 り、特性

を 生か して多 種多 様 な線 を 引かせ る こ とで、 毛筆 の利 便性 を体感 、理 解 させ る。 筆 がね じれ

る と筆 はひ らかず 、割 れ 、弾 力 も失 う。筆 を倒 して運 筆 した り鋒先 にか けるべ きカ を筆 の腹

(横)に か け る と筆 の弾 力 、復 元力 は失 われ 曲が った ま まの 状態 に なって しま う。 これ ら二

っ の大 きな弱 点 を理解 させ 、構 造上 の腰 毛(弾 力 を生 む た めの 中に混ぜ られ た短 い 毛)な ど

も理 解 して 弾力 が体感 で きる と、書 写で行 って きた 側 筆気 味 に筆 を紙 に押 しつ けた 運筆 で は

な く、 筆 を 十分 に 吊 り上げ た垂 直 に近 い構 えで直筆 系 の運 筆 がで き るよ うにな る。

6文 字 の 漢字仮 ・名交 じりの書 では 、は じめ何 も言 わず に 書かせ る と、95%以 上 の 生徒 が、

書 写で 行 っ て きた とお りの 半紙 縦 置 き1行3文 字 の2行 書 きに書 くeそ こで半紙 を横 置 き さ

せ る と、 それ だ けで どの よ うな配 置 にすれ ば よい か を考 え始 める。 それ をきっ かけ に空 間 の

埋 め方 、空 け方 な ど参 考 作 品等 を鑑 賞 しなが ら気付 かせ る こ とが可能 に なる。

6ま とめ

生徒 一人 一人 の表現 す るカ を伸 ばす た め には、一 人 一 人 の表現 の幅 を広 げ、多 種 多様 な表

現 の た めの 技術 、技能 を体得 させ なけれ ば な らな い。 そ の き っかけ をいか に行 うか 、書 塾 に

お け る指導 や小 中学校 を通 して これ まで に慣れ て き た一 定 の用筆 以外 に、 毛筆 とい う道 具 そ

の もの を知 る こ とか ら毛筆 の機 能や特 性 を よ く理解 させ 、 多様 な用筆 、表現 の た めの 多様 な

技 術 、技能 を修 得 させ る こ とが 重要 で あ る。生 徒 の 中 には 「眼か らうろこ」状 態の もの も い

れ ば 、最 後 ま で殻 の破 れ な い もの もい る。 ただ 、生徒 た ち の ほ とん どは非 常 に楽 しみ な が ら

筆 を扱 うよ うに な り、書 によ る表現活 動 の喜 び を感 じ、 そ の後 の臨 書、創 作活 動 に主 体 的 に

取 り組 んで い る。

生 涯 にわ た り毛筆 に親 しみ を もち、 ときには筆 を執 って も らえれ ば と願 う次第 で あ る。
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